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特
　
　
集戦

前
期
に
お
け
る
大
学
史
・
高
等
教
育
史
の
再
検
証

― 

東
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
か
ら 

―

企
画
の
経
緯

　
本
特
集
は
、
令
和
二
年
九
月
一
四
日
に
行
わ
れ
た
第
三
回
広
島
大
学
文
書
館
研

究
集
会
の
記
録
で
あ
る
。当
初
は
三
月
に
対
面
式
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
急
遽
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
環
境
が
整
っ
た
こ
と
を
受
け
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
社
のT

eam
s

を
使
用
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
変
則
的

な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
や
コ
メ
ン
ト
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
永
島

広
紀
先
生
、
木
村
健
二
先
生
、
福
嶋
寛
之
先
生
、
山
田
浩
之
先
生
、
山
口
輝
臣
先

生
の
諸
先
生
方
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
ま
た
、
忙
し
い
中
、
時
間
を
作
っ
て
本
研
究
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
二
四
名

の
方
々
に
も
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
充
分
に
議

論
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
が
、
本
研
究
会
の
成
果
を
も
と
に
、
新
た
な
研

究
が
展
開
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

（
石
田
　
雅
春
）

企
画
の
趣
旨

　
従
来
の
教
育
史
研
究
で
は
、
内
地
、
外
地
と
い
う
区
分
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
現

在
の
日
本
国
の
国
境
線
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の

た
め
朝
鮮
、
台
湾
と
い
っ
た
外
地
か
ら
内
地
へ
の
「
留
学
生
」
の
み
が
強
調
さ
れ

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
に
な
っ
て
「
帝
国
日
本
」
と
い
う
分
析
枠

組
み
が
提
示
さ
れ
、
台
湾
、
朝
鮮
、
南
洋
諸
島
、
満
州
、
あ
る
い
は
ハ
ワ
イ
や
ブ

ラ
ジ
ル
と
言
っ
た
移
民
先
な
ど
も
含
め
た
領
域
内
で
の
人
材
や
知
識
、
あ
る
い
は

資
本
や
物
資
の
交
流
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
外
地
→
内
地
と
い
っ
た
「
留
学
」
だ

け
で
は
な
く
、
内
地
→
外
地
の
「
留
学
」
や
外
地
→
外
地
と
い
っ
た
「
留
学
」
に

も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
親
世
代
の
移
住
も
視
野
に
入
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
内
地
→
外
地
→
内
地
（
外
地
に
寄
留
す
る
日
本
人
子
弟
の
内
地
進
学
）
や

外
地
→
内
地
→
外
地
（
日
本
に
寄
留
す
る
移
民
の
子
弟
の
外
地
進
学
）
と
い
っ
た

多
様
な
人
の
動
き
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
考
え
ら
れ
る
。 

　
そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
旧
制
中
学
研
究
や
旧
制
高
校
研
究
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
学
校
史
の
枠
組
み
を
超
え
、
あ
ら
た
に
「
学
歴
／
学
校
歴
」
か
ら
照

射
さ
れ
る
「
帝
国
日
本
」
の
「
知
」
の
制
度
的
運
用
を
め
ぐ
る
悉
皆
的
研
究
を
行

う
手
が
か
り
や
視
点
を
考
え
て
み
た
い
。


